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カルシウム（Ca2+）は神経機能や筋収縮をはじめとして、さまざまな細胞機能を制御する重要

な分子であることから、これまで生きた細胞において Ca2+動態を可視化するさまざまなセンサ

ーが作成されてきた。脳機能の発現には複数の異なる神経細胞種による協調的な発火が必要で

ある。しかし旧来の電気生理学的手法では、生きた動物の脳において複数の神経細胞種の関係

を単一細胞レベルで検討することは困難であった。近年、神経発火に伴い Ca2+が上昇すること

から、蛍光 Ca2+センサーを用いた神経活動イメージング法が急速に普及している。しかし、こ

れまでの実用的な蛍光 Ca2+センサーは計測波長域が緑色域

に限定されており、生体において神経活動を高感度かつ高

速に計測できる赤色 Ca2+センサーの開発が望まれていた。

そこで、私たちは，2015 年に哺乳類生体内で神経活動計

測可能な赤色 Ca2+センサー“R-CaMP2”を開発した。さらに

発展させて、2019 年に高頻度の神経発火の計測に可能な

超高感度かつ超高速の多色（青、緑、黄、赤色）Ca2+セン

サー“XCaMP”を開発した。これらの Ca2+センサーを開発

したことにより、これまで計測困難であった高頻度発火細

胞の活動計測や同時 3 種類神経細胞腫活動計測を可能にし

たので、これらの応用例を紹介したい。 
本講演では、これまでの Ca2+センサーの歴史を振り返る

ことで、我々の Ca2+センサーの意義と今後 Ca2+センサー

を使用する際の一助となれば幸いである。 
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